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東京電力ホールディングス株式会社Ｇ６タンクエリアＢ１タンクからの水の滴下について

１．時系列
８：１５ タンクパトロール中の協力企業作業員がＧ６エリアＢ１タンク側面から水の滴下を発見
８：１６ 外堰の排水弁「閉」操作
８：２９ 外堰への漏えいがないことを確認
１０：００ 当該部からの漏えい水が内堰内に落ちないよう養生実施
２０：２５ Ｇ６エリアＢ１タンクからＧ６エリアＣ８タンクへ移送開始
２７日０：４０ 移送完了、滴下停止確認（移送量約３８０m3）

２．分析結果（単位：Ｂｑ／Ｌ）
・滴下水 ・堰内水

Ｃｓ１３４：１．１×１０２ Ｃｓ１３４：検出限界値未満（検出限界値：６．８×１００）
Ｃｓ１３７：５．９×１０２ Ｃｓ１３７：１．７×１０１

全β ：９．６×１０４ 全β ：４．１×１０３

３．堰内漏えい量
最大約７２Ｌ（＝６Ｌ／時間×１２時間）
※前日２２時パトロールで異常がなかったため２２時以降に漏えい開始と仮定し養生完了までの
１２時間で計算

・６月２６日午前８時１５分頃、パトロール中の協力企業作業員がＧ６タンクエリアＢ１タンク側面から
の水の滴下を発見した。

・滴下した水（ストロンチウム処理水）はタンク堰の内側に留まっており、堰の外部への流出はなかった
・当該タンク内の水は万一の漏えい対策として予め用意していた他のタンクへ移送し、滴下は停止した。



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved.

【参考】タンク配置図・応急処置状況
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